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【研究目的】 

今年2006年11月26日に行われた関西学院大学 対 立

命館大学の関西学生アメリカンフットボールリーグに 2

万 5000 人という観客がスタジアムで観戦した。これは平

日のプロ野球の観客数を上回るのではないかと思えるほ

どの数字である。しかし、国内での社会人の試合などその

他の試合では人気がないのが現実である。そこで私は、ア

メリカのＮＦＬというアメリカンフットボールのプロ組

織に注目してみた。ＮＦＬはアメリカで 1 番人気のスポー

ツである。バスケットボールのＮＢＡやベースボールのＭ

ＬＢといった人気のあるプロリーグと比較してみてもあ

らゆる面でＮＦＬがトップに君臨している。たとえば、

1999 年度のデータによると、1 試合の平均視聴率は NBA

が３．４％、MLB が２．９％であるのに対して NFL は

１１．３％である。また、１試合の平均観客数は NBA が

１７０００人、MLB が３００００人であるのに対して

NFL は６００００人という数字である。このように１試

合あたりでは多くの観客を集めて視聴率も高い NFL。け

れども、大昔からあるスポーツではないアメリカンフット

ボールは生まれてからすぐに人気があったわけではない。

そこで私は、NFL がなぜこんなに人気があるようになっ

たかについて調べようと思う。 

【研究結果】 

ＮＦＬは、アメリカンフットボールそのものの普及と定

着を図り、ファンを自ら開拓して、ファンであり続けるた

めの活動を自ら行い、そのトップリーグであるＮＦＬやそ

のブランドが日本においてどのような必然性があるのか

を常に問いただし、言語にして外に伝え続けた。それがＮ

ＦＬインターナショナルの考え方であり、その思想なので

ある。 

このような活動をするうえで、それが可能な地域はどこ

かを調査した結果、カナダ、メキシコ、ヨーロッパ、日本

というプライオリティーの地域を設定し、そこに９６年以

降オフィスをオープンしてきたという流れがあるのだ。 

ＮＦＬジャパンリンクの活動を通じて、ＮＦＬが日本で

ビジネスを行う足がかりは十分にでき、パートナーも広が

ってきた。テレビ局というパートナー、メディアというパ

ートナー、スポンサーというパートナー、ライセンスパー

トナー、また、日本のアメリカンフットボール協会、クラ

ブフットボーラーなどのパートナーが広がってきたのだ。

そして２０００年４月、それまでのベースを背景にこれを

より協力にサポートして責任を持ってこの事業を展開し

ていくために、株式会社ＮＦＬジャパンを設立し、より本

格的に活動を開始したのである。 

終わりに 

 NFL は優れたスポーツビジネスである。そして、短期

的な視点と長期的な視点をあわせもっている。短期的に効

果的な活動を行い、またその短期の積み重ねで長期的なフ

ァンの獲得を行おうとする。そして、それはさまざまな活

動を通して、アメリカでもっともファンに支持されるスポ

ーツを作り上げることに成功した。NFL の長い歴史のな

かで、マスメディアの果たした役割は、きわめて大きい。

しかし、NFL は自らの歴史の中から教訓を学んできた。

そして過去の教訓を現在に生かすことによって、成長し、

強固なブランドを築きあげてきた。NFL は長いあいだ、

ほかのスポーツへの挑戦者であった。そしてその挑戦者の

DNA は、いまも脈々と行き続けている。また、イコール・

コンディションの精神は、NFL にゆらぐことなく根づい

ている。NFL にとって、個々のチームは大切であるが、

一方で突出したチームをつくることによる問題も理解し

ている。そのため、どのチームにとってもチャンスが生ま

れる方法をとろうとするのである。ブランドを維持するた

めのアイデンティティの統一性という課題に対して、NFL

はひとつの答えを出した。それは、維持管理するための組

織を設立し、その組織の企業文化を中心として統一したキ

ャンペーンを行い続けることである。そして、このシステ

ムが、非常によく機能している。去年、“プライド”とい

うアメリカンフットボールの映画があった。アメリカの高

校を舞台にしているものであるが、この映画の中でも、シ

ステムが非常にしっかりしていた。一つの田舎町全員が、

そこにある高校を応援し、メディアも協力している。こう

いう体制を整えた NFL が、衰えていくことはないに等し

いと思われる。そして、今後、NFL は、海外でも成功し

ていくだろう。それは、ほかのスポーツビジネスと比較し

た際、優れた仕組みを持っているからだ。 

 

 

 




